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3/7(金) 新会員 142 名を迎える 

卒業式前日、第 58回生資格授与式が挙行された。 
引き続き同窓会入会式に移り、新会員 142 名へ 
齋藤良子会長からお祝いの言葉があった。 
回生委員 6 名に委嘱状が手渡され、会員全員に 
入会記念品などが贈られた。 
 

旧短大校舎（6 回生アルバムから） 

第 58 回生委員（後列）役員（前列） 

草創期の木造校舎解体される 2014(平成 26) 年５月 

 

「短大校舎が解体されるんですって！」。３月末ｼｽﾀｰ今泉か

ら『のびる』をもらった卒業生数人から報せがあった。「壊さ

れる前に中を見られないかしら？」の声、声。 
「解体準備中・４月２１日なら」と、学院長柴田先生から

小学校長川田先生の許可を取り付けていただき、非公式見学

の運びとなった。 
 当日小雨降る中、ｼｽﾀｰ中島、ｼｽﾀｰ今泉、渡辺二沙子先生や

１~１２回生１０数名が参加された。増築や改装が幾度か加え

られ様変わりしたものの、1 階北もと洗濯室から南へ、２階の

教室、裁縫室へと回った。色あせた床や各部屋の窓ガラスや

ドアノブは当時のまま。「隅々まで床はピカピカ、黒板は最先

端の湾曲型、ここは、事務室、隣は学長室、先生方の部屋・・」

と声高な皆の会話に、案内の小学校教頭武藤先生は興味深く

耳を傾けられた。 

 学長レジナ様、マイロー様のお顔が目に浮かんだ。ハイ

レベル（故氏家先生の表現）の教育を受けたこと、糊の効

いたブラウス、年中制服着用、中ヒールの靴音立てて廊下

を歩いたことなど、誇らしく、懐かしく、乙女の時代に戻

れたひと時だった。  
 短大校舎が、中高、さらに幼小部門へとお下がりで、学

院建物中、最長６０年間大切に活用され「感謝と、お疲れ

さま」の言葉を贈ります。 
 
 同窓会室に戻って一人ひとり自己紹介・・・。ｼｽﾀｰ中島

は、いつになく嬉しそうなお声で話されていたのが印象的

だった。 
（写真は右掲載） 

『のびる』が縁で、４月２１日木造校舎見学 

 

  木造校舎の履歴（一部法人資料を参考） 
 
 S29･1 新築～S43･3  1~13 回生の学舎 
 S45･1 増築～S50･3  主に中学生の教室 
 S56   ～H26･3  幼小部門・実習室 
            園長・校長室・職員室など 
 H26･5        解体（築年齢 60 年） 



                          

 
 

＝あとがき=  初夏の候。木造校舎の跡地には、小学校校舎、体育館が来春に誕生します。 
企画・編集：広報委員会 
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『のびる』桜の聖母幼稚園・小学校 発行のびる編集委員（平成 26 年 3 月 17 日）第 117 号より転載 


